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市民公開講座 2025 を開催しました。 

 

 

今年も、10 月のピンクリボン月間に合わせ、10 月下旬、沼津駅北口のプラザ・ヴェルデ

で、当 NPO 法人主催の「ふじのくに 乳がん市民公開講座」を開催いたしました。今年は、

新たな試みとして、協賛企業さんに賛同を得て、ブース出展をしていただきました。 

 

また、昨年よりも会場を大きくし、ゆったりと聴講していただく形をとりました。 

 10 時半頃より、開場となり、定刻の 11 時より、講

座を開始いたしました。 

 

乳がん検診に関わる話題、早期発見、早期治療の重

要性、薬物療法に関する話題、乳がん治療全般的な話

題、沼津市医師会管轄の乳がん検診の昨年度の報告に

つき、各専門の先生方より、詳しいお話をしていただ

きました。途中、参加の皆さんより、熱心な質問もあ

りました。 

 

休憩を挟んで、14 時より、体験者を交えた、意見交

換会を実施いたしました。 

あらかじめ、お声かけし、賛同を得ていた４名の患

者さんたちに順番に登壇していただき、

各自の体験談を赤裸々に語っていただ

きました。各自各々の熱い思いを語って

いただいたのち、参加者を交え、乳がん

に関する色々な問題に対して、意見交換

をいたしました。みなさん、我々医療者

が想像している以上のご苦労をされて

おり、その生の声を聞けたことは、今後、

診療を行なっていく上で、参考になるこ

とばかりでした。勇気を持って登壇して

いただいた４名の患者さん方、誠にありがとうございました。  



今や９人に１人は乳がんにかかる時代です。なかなか身の回りに乳がんにかかった方が

いるのに気づいていないことが多いのですが、実際、身近な病気となっています。引き続き、

自分の家族、知人、職場仲間など多方面の方々に、ブレスト・アウェアネスを合言葉に、自

分の身は、自分で守るという意識を広げてもらえればありがたいと感じました。 

 

最後に、会の準備、設営、運営に携わっていただいた関係者の皆様、厚く御礼を申し上げ

ます。このような乳がんに関する啓発の講演会は継続させることが重要ですので、来年以降

も開催していく予定です。多くの方々に、乳がんに対する理解が深まり、互助の精神が広ま

っていくことを願っております。 
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